
 

 

 

 

２）水産増殖を目的とした未利用資源の有効利用開発 

生分解性素材の基本特性の把握と水産生物の増殖手法の開発 

 



  



生分解性素材の基本特性の把握と水産生物の増殖手法の開発 

 

Ⅰ．目的 

 生分解性素材を海水中で利用する際に必要な基礎的な性質を明らかにする。 

 

Ⅱ．試験内容 

 生分解性素材を人工海藻として加工し，その安全性や耐久性，海水中での分解過程，付

着生物などについて試験した。 

１．生分解性素材 

 使用した生分解素材は，製品名が「東レ・エコディア（ポリ乳酸繊維，緑色無機系顔料

1％未満入り）」であった。この素材は直径約 0.18mm の繊維状を成し，編み込むことによ

って様々な形状に加工することが出来る。 

 今回，安全性試験はこの繊維を細かく裁断して（直径 0.18 ㎜，長さ３㎜以下）使用し

た。また，耐久性試験および付着生物等把握試験はこの素材を人工海藻に加工して実施し

た。人工海藻の作製はサカイオーベックス(株)が行い，この繊維を編み込み，主軸と小枝

を有する形状の人工海藻に加工した。 
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２．安全性試験 

 生分解性素材の安全性を把握するため，生分解性素材を加えた餌料を与え飼育し生残お

よびに成長への影響等に関する知見を得た。 

 １）試験方法 

 アイゴ稚魚は 2010 年 9 月 16 日に京都府宮津市養老漁協前で稚魚用地引き網を用いて

300 尾採集し，海生研中央研究所に輸送した。採集時のアイゴのサイズは全長 36 ㎜，体

重 0.4g 程度であった。アイゴ稚魚は 25℃の濾過海水を掛け流しにした 1.5t 水槽に収容

し，市販のコイ用飼料および海生研前浜に漂着したカジメ等の海藻を与えて飼育した（第

１図）。  

 

 

 

第 1図 試験に用いたアイゴ稚魚。 
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 アイゴ稚魚は，20尾ずつ 25℃のろ過海水を毎分 500ｍリットルを掛け流しにした 25リ

ットル水槽 6基に，収容した。各水槽に収容したアイゴ稚魚の試験開始時のサイズ測定は

ハンドリングによるストレスを避けるため行わず，同様にサンプリングした 20 尾を測定

し，これを初期サイズとした。試験開始時のアイゴ稚魚のサイズは，全長 45.3±7.1 ㎜，

体重 1.44±0.63g であった(第２図)。 

 

 

第２図 試験開始時のアイゴ稚魚。 

 

 ６基の水槽を３基ずつ２グループに分け，一方にはモイストペレットを与え（コントロ

ール区），もう一方には粉砕した人工海藻（第３図，直径 0.18 ㎜，長さ＜３㎜）を湿重量

あたり 5％加えたモイストペレットを与え（人工海藻区），29 日間飼育した(第４図)。給

餌は１日 1回，午前 9時に行った。給餌量は 1水槽あたり 2g(初期体重の７％)から 2.5g，

3.0g，3.5g と 7日ごとに増やした。魚体測定は 24 時間絶食させた後に行った。コントロ

ール区と人工海藻区の飼育成績は t-test を用いて比較し，Ｐ<0.05 をもって有意な差と

した。 
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第３図 粉砕した人工海藻。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４図 試験に用いた飼料 

 

 

 

コントロール区 人工海藻区 
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  ２）試験結果および考察 

 試験期間中，コントロール区と人工海藻区ともアイゴは給餌と同時に摂餌を開始し，残

餌は認められなかった。試験期間中にサンプリングした人工海藻区のアイゴの糞中には，

未消化の人工海藻が確認された(第５図) 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 コントロール区および人工海藻区のアイゴの糞。 

 29 日間の摂餌試験中，死亡した個体は認められなかった。コントロール区と人工海藻

区とも試験終了時の体重に有意な差は認められず（t-test, P＞0.05），試験開始時 1.44

±0.63g から，コントロール区で 3.02±0.26ｇ，人工海藻区で 2.83±0.18ｇと両区とも

ほぼ倍に成長した（第６図，第１表）。肥満度，飼料効率および日間成長率も両区間に有

意な差は認められなかった（第１表，t-test, P＞0.05）。以上の結果から，このように魚

がかじり取るように小さく裁断した人工海藻は，もし魚に食べられても死亡することは無

く，成長への影響もほとんど無いものと考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６図 終了時のアイゴ稚魚 

 

人工海藻区コントロール区 

人工海藻区 コントロール区 
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第 1表 安全性試験におけるコントロール区および人工海藻区の飼育成績（N=3） 

 コントロール区 人工海藻区 

平均体重（ｇ） 3.02±0.26 2.83±0.18 

肥満度 20.2±0.7 20.0±0.4 

飼料効率（％） 37.7±6.4 34.5±4.4 

日間成長率（％） 2.6±0.3 2.3±0.2 

 

 

 試験終了時（24 時間絶食後）のコントロール区の消化管内に残留物は認められなかっ

たが，人工海藻区のアイゴ稚魚の消化管内には人工海藻の残留が認められた(第７図)。人

工海藻が消化管内に滞留する時間は魚肉が主であるモイストペレットに比べ長いようで

あるが，人工海藻が残留していた位置は食道近くの場合や，腸の肛門付近の場合など一定

しておらず，試験期間中にサンプリングした糞中に未消化の人工海藻が認められることか

らも，体内に留まることなく排泄されるものと考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 7図 人工海藻区におけるアイゴ稚魚の消化管 

肛門→ 

肛門→ 

↓
人工海藻 

人工海藻 

↓ 
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３．耐久性試験および付着生物等把握試験 

 屋外の自然海水掛け流し式水槽に生分解性素材の人工海藻を浸漬して，劣化の状況等を

観察するとともに，付着生物等の状況（種類，量など）を試験した。さらに，予備的に天

然海域に人工海藻を設置し，同様の観察，試験を実施した。 

 １）人工海藻の作製 

 試験に使用した人工海藻は，福井県のサカイオーベックス(株)においてポリ乳酸繊維を

編み込んで作製したものであった。提供された人工海藻は，主軸から小枝が螺旋状に約

1mm 間隔で２方向に平面的に発出しているもの（全縁型）と小枝が一定間隔で発出しない

もの（隙間型）の 2つの型であった。 

 水槽実験ではそれぞれ第８図のように細工し，試験に供した。 

  

 

人工海藻の主軸先端部に綿糸を括り付け，
水槽の蓋の構造物に括り付けた

主軸の長さ：約100cm

小枝の長さ：約10cm,，直径：約0.17mm
小枝の発出間隔：約1mm
小枝の出ている範囲：約10cm

潜水用ウェイト(1Kg)を括り付

インスロックで結合

小枝は螺旋状に主軸から出ている

全縁型 隙間型

隙間の間隔：約5ｃｍ

 

第８図 水槽試験に使用した人工海藻の形状 
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 また，海域で試験した人工海藻は第９図のように細工し，岩盤に設置して浮子で藻体が

浮くように設置した。 

 

浮子の大きさ：長さ11cm，最大直径6cm（中央部）
                                 最小直径3cm（両端）

主軸の長さ140cm

小枝の長さ約10cm,，直径約0.17mm
小枝の発出間隔約1mm
小枝の出ている範囲：約10cm

アンカーボルトで岩盤に設置

インスロックで結合

小枝は螺旋状に主軸から出ている

全縁型
隙間型

隙間の間隔：約5ｃｍ

 

第９図 海域試験に使用した人工海藻の形状 

 

 ２）水槽内設置試験 

 (1) 試験方法 

 平成 22年 8月 4 日に，屋外の自然海水（無濾過）掛け流し式５トン水槽にポリ乳酸繊

維の人工海藻を浸漬し，その後定期的に劣化の状況，付着物の状況について試験した。 

 試験した人工海藻の形状は二つの異なった形のもの（全縁型，隙間型：第８，10図）

を用意した。全縁タイプは主軸から小枝が 2方向に発出しており，これらの小枝が上下に

連続して螺旋状に出ているものである。一方，隙間タイプは主軸から発出する小枝に隙間

があるものであった。 
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         （全縁型）          （隙間型） 

第 10 図 水槽実験に用いた人工海藻（黄色のスケールは 30cm） 

 

 5 トン水槽に設置した人工海藻は，タイプ別に各々12 本であった。これらの人工海藻の

上部を遮光幕を支える塩ビ管に固定し，下部には重りを付けて設置した（第 11～13 図）。 

 用いた遮光幕は約 90％の光を減衰し，水槽内に流入する自然海水は約 2.7 リットル／

時間に設定した。また，水槽試験を実施した８月から翌年の１月にかけての水温をメモリ

ー式水温計（onset 社製，UA-002-64）を用いて測定した。測定間隔は 8月 4日～11 月 24

日までは 30 分間隔，それ以降 1月 17 日までは 1時間間隔とした。 
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第 11 図 人工海藻の設定 

 

 

第 12 図 流水式水槽内の人工海藻 
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第 13 図 試験中の流水式水槽 

 

第２表に人工海藻の設置日，本数，経過日数，採取日および採取本数等を示した。 

 人工海藻は 8月 4日に水槽内に設置した後，10 月 14 日（71日目）,11 月 24 日（112 日

目）および 1月 17 日（166 日目）の合計 3回にわたってその一部の藻体を採取し，人工

海藻の劣化および付着生物に関する分析を行った。なお，8月 31日（27日目）には人工

海藻そのものは採取せず，藻体上の付着生物を少量採取して予備的分析を行った。 

  

第２表 人工海藻の設置日，採取日および本数 

設 置

8月4日 8月31日 10月14日 11月24日 1月17日

経過日数 0日 27日 71日 112日 166日

全縁型 12本 2本 1本 2本

隙間型 12本 2本 1本 2本

タイプを限
定せず，付
着物を採取

採 取
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 (2) 試験結果および考察 

 人工海藻を水槽内に設置している期間の水槽内の水温変化を第 14 図に示した。メモリ

ー式水温計（onset 社製，UA-002-64）は，水槽内に人工海藻を設置した 8月 4日に同時

に設置し，途中 11 月 24 日に回収してデータを吸い出した後，試験最終日である平成 23

年 1 月 17 日まで再設置（3日後）して，人工海藻と同時に回収した。 

 水槽内の水温は，人工海藻を設置した 8月前半は約 24℃で，9月後半まで 24～25℃で

推移した。9月後半以降は次第に低下し，最終的に人工海藻を回収した 11 月にはおおよ

そ 15～16℃であった。 
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第 14 図 水槽内の水温変化 
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 8 月 31 日（27日目）に人工海藻上に珪藻類と思われる付着物が観察されたため，これ

らの付着物を予備的に採取して検鏡した。その結果，Melosira sp.や Biddulphia sp.等

が観察された（第 15 図）。また，これ以外にも，羽状目に属する珪藻類や藍藻類（オシラ

トリア科）が観察された。 

 この時点で，人工海藻の劣化は観察されなかった。 

 

  

第 15 図 観察された珪藻類（左：Melosira sp. , 右：Biddulphia sp. ） 

 

 

 ① 耐久性 

 水槽内から採取した人工海藻の写真を第 16～18 図に示した。 

 時間が経過するに従って付着物は多くなった。肉眼での観察では，環形動物のゴカイの

仲間等や粘性を持つ珪藻類が浮泥をトラップしているように感じられた。これは使用して

いる海水が無濾過のであったために，生物を含むとともに多くの浮泥も含まれていためと

考えられた。加えて，水槽内は流入する海水の為に若干の流れがあるものの，人工海藻は

ほぼ静止状態で浮泥が付着しやすい状況にあったためと考えられる。 

 一方，試験最終日（116 日目）においても，人工海藻の脱落，破損等の劣化は観察され

なかった。 
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        （全縁型）            （隙間型） 

第 16 図 採取した人工海藻（10月 14 日：27日目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         （全縁型）           （隙間型） 

第 17 図 採取した人工海藻（11月 24 日：112 日目） 
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           （全縁型）           （隙間型） 

第 18 図 採取した人工海藻（1月 17 日：166 日目） 

 

 ② 付着生物 

 ⅰ．動物 

 採取した人工海藻上に出現した動物の種別個体数を第３表に示した。 

 なお，10 月 14 日（71日目）と 1月 17 日（166 日目）のものは，全縁型，隙間型それ

ぞれ 2本の人工海藻上に出現した動物の個体数の合計である。一方，11月 24 日（112 日

目）のものはそれぞれ 1本上に出現した動物の個体数であった。分析に供した人工海藻の

本数が採取時期で異なっていたためこのような結果となった。また，ここでは，種まで同

定出来なかったものも 1種として計上した。 

 出現した動物の総種類数は 79 種であった。 

 門別では環形動物や節足動物の種類数が多い傾向にあった。 
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第３表 水槽内の人工海藻上に出現した動物の種別個体数  

全縁 隙間 全縁 隙間 全縁 隙間

1 - 糸状根足虫 - - FILOSEA ? 糸状根足虫綱 ? 1 2 4 5
2 有孔虫 ｾﾂｷﾊﾘｶﾞｲ Cibicides lobatulus ｾﾂｷﾋﾗﾊﾘｶﾞｲ 1
3 刺胞動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ｳﾒﾎﾞｼｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ?Anthopleura 1
4 扁形動物 渦虫 多岐腸 ｽﾁﾛﾋﾗﾑｼ Leptostylochus ovatus 1
5 紐形動物 無針 古紐虫 ﾄｩﾌﾞﾗﾇｽ Carinesta uchidai ｹﾝｻｷﾋﾓﾑｼ 2
6 有針 針紐虫 ｸﾗﾃﾈﾒﾙﾃｽ Cratenemertes punctatulus ﾏﾀﾞﾗﾋﾓﾑｼ 1 1
7 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ Tetrastemma nigrifrons ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 2 2
8 Tetrastemma roseocephalum ｻﾆﾇﾘﾋﾓﾑｼ 2
9 線形動物 NEMATODA 線形動物門 3 33 8 40 9
10 環形動物 多毛 ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ Maldanidae ﾀｹﾌｼｺﾞｶｲ科 4 3
11 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Polyophthalmus pictus ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 6 1
12 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺﾞｶｲ Nereididae ｺﾞｶｲ科 7 6
13 ｼﾘｽ Erinaceusyllis erinaceus ﾀﾏｼﾘｽ 4
14 Exogone breviantennata ﾕﾋﾞｼﾘｽ 8 7
15 Salvatoria clavata ﾎｿﾃｼﾘｽ 5 3
16 Dioplosyllis  sp. 1
17 Syllis gracilis ﾌﾀﾏﾀｼﾘｽ 1 11 1
18 Typosyllis alternata ﾑｱｼﾘｽ 3 1 8
19 Typosyllis ehlersioides ｴ-ﾚﾙｼﾘｽ 2 1
20 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Sige falsas 1
21 ｲｿﾒ ﾉﾘｺｲｿﾒ Ophryotrocha  sp. cf. dubia 11 18
22 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Fabricia ventrilinguata 1
23 Sabellidae ｹﾔﾘ科 1 16
24 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Hydroides , fragment 1 1
25 Serpulidae, fragment ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科破片 1
26 ﾌｻｺﾞｶｲ ｸｼｲﾄｺﾞｶｲ Ctenodrilus serratus ｸｼｲﾄｺﾞｶｲ 14 1 2 46
27 Ctenodrilidae? ｸｼｲﾄｺﾞｶｲ科? 23 12 3 6
28 ﾌｻｺﾞｶｲ Lysilla pacifica ｶﾀｱｼﾌｻｺﾞｶｲ 1
29 Terebellidae ﾌｻｺﾞｶｲ科 3 8
30 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Spio filicornis ﾏﾄﾞｶｽﾋﾟｵ 6 1
31 節足動物 ｸﾓ形 ﾀﾞﾆ ｲｿﾀﾞﾆ Litarachna divergens ﾜﾀﾞﾂﾐﾀﾞﾆ 1
32 Litarachna  sp. ﾋﾒﾜﾀﾞﾂﾐﾀﾞﾆ 1
33 ﾃﾝｸﾞﾀﾞﾆ Neomolgus littoralis ｲｿﾃﾝｸﾞﾀﾞﾆ 1 1
34 介形虫 ﾎﾟﾄﾞｺｰﾊﾟ Cytherideidae Krithe sp. 1
35 Xestoleberididae Xestoleberis hanaii 3 1 1 1
36 顎脚 ｿｺﾐｼﾞﾝｺ ｿｺﾐｼﾞﾝｺ Harpacticus nipponicus ﾆｯﾎﾟﾝｿｺﾐｼﾞﾝｺ 1 3 1
37 Tigriopus japonicus ｼｵﾀﾞﾏﾘﾐｼﾞﾝｺ 581 742 6 9
38 Zausodes  sp. ｻﾞｳｽﾓﾄﾞｷ属の一種 1
39 ｲｿﾐｼﾞﾝｺ Tisbe ensifer ｱｼﾅｶﾞｲｿﾐｼﾞﾝｺ 8 16
40 ｽｲﾂｷﾐｼﾞﾝｺ Porcellidium sp. ｽｲﾂｷﾐｼﾞﾝｺ属の一種 2
41 ｷｼﾍﾞﾐｼﾞﾝｺ Idomene forficata ｲﾂｶｷﾞﾅｶﾞｿｺﾐｼﾞﾝｺ 3 2
42 Paradactylopodia brevicornis ｲﾂﾂﾒｿｺﾐｼﾞﾝｺ 18 1 35 175
43 Paramenophia platysoma ｺﾊﾞﾝｿｺﾐｼﾞﾝｺ 2 1
44 Parathalestris areolata ｱﾐﾒｷｼﾍﾞﾐｼﾞﾝｺﾓﾄﾞｷ 135 278 8 7
45 ﾎﾞｳｿｺﾐｼﾞﾝｺ Nitocra spinipes ﾅﾐﾐｽﾞﾍﾞｿｺﾐｼﾞﾝｺ 4 1 2
46 ﾃﾅｶﾞｿｺﾐｼﾞﾝｺ Laophonte cornuta ｼﾘｹﾝﾃﾅｶﾞｿｺﾐｼﾞﾝｺ 30 43 6 2 1
47 軟甲 ｱﾐ ｱﾐ Siriella watasei ﾜﾀｾﾖｱﾐ 2
48 ｱﾐ Misidacea, fragments ｱﾐ目 破片 1
49 端脚 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Aoroides columnaris ﾎﾞｳｱｼﾌﾞﾗﾌﾞﾗｿｺｴﾋﾞ 21 7 12 47
50 Aoroides 8 5
51 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Ericthonius pugnax ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 11 6 28
52 Jassa morinoi ﾓﾘﾉｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ 1 4
53 Jassa 7 35
54 ﾄﾞﾛﾉﾐ Podoceros inconspicuus ﾄﾞﾛﾉﾐ 2 1
55 ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ Paradexamine marlie ｵｼｬﾓｼﾞﾄｹﾞﾎﾎﾖｺｴﾋﾞ 104 83 10
56 ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Pontogeneia stocki ﾎﾝｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ 1 3 2
57 ﾃﾝｸﾞﾖｺｴﾋﾞ Parapleustes tricuspis ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄｹﾞﾃﾝｸﾞﾖｺｴﾋﾞ 3
58 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Hyale punctata ｵｵｾﾞｷﾓｸｽﾞ 2
59 ﾋｮｯﾄｺﾖｺｴﾋﾞ Najna consiliorum ﾋｮｯﾄｺﾖｺｴﾋﾞ 1
60 ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ Paciforchestia pyatakovi ﾎｿﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ 1
61 Gammaridea, fragments ﾖｺｴﾋﾞ亜目破片 2
62 ﾜﾚｶﾗ Caprella  (Spinicephala ) scaura diceros ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 2
63 ﾑﾝﾅ Munna  spp. 34 120 14 7
64 ﾍﾗﾑｼ Synidotea laevigata ﾜﾗｼﾞﾍﾗﾑｼ 19 20 4 7
65 ｺﾂﾌﾞﾑｼ Dynoides dentisinus ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ 1 1
66 ﾌﾅﾑｼ Ligia exotica ﾌﾅﾑｼ 1
67 ｳﾐﾍﾞﾜﾗｼﾞﾑｼ Alloniscus balssi ﾆﾎﾝﾀﾏﾜﾗｼﾞﾑｼ 1
68 ｸｰﾏ ﾅｷﾞｻｸｰﾏ Bodotria similis ﾐﾅﾐﾅｷﾞｻｸｰﾏ 2
69 昆虫 双翅 ﾕｽﾘｶ Clunio pacificus ﾋﾒｳﾐﾕｽﾘｶ 1
70 甲虫 ｵｻﾑｼ Carabidae ｵｻﾑｼ科 1
71 膜翅 Hymenoptera 膜翅目 3 1 1
72 INSECTA, larva 昆虫綱 幼虫 1
73 腹足 ｶｻｶﾞｲ ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ Lottia kogamogai ｺｶﾞﾓｶﾞｲ 1
74 軟体動物 盤足 ﾘｿﾂﾎﾞ Alvania (Alvania ) ogasawarana ｵｶﾞｻﾜﾗﾘｿﾂﾎﾞ 2 4 1
75 GASTROPODA, veliger larva 腹足綱 ﾍﾞﾘｼﾞｬｰ幼生 1 1
76 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculista senhousia ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ 1
77 毛顎動物 原生矢虫 無膜 ﾔﾑｼ Sagitta 2
78 膜筋 ｲｿﾔﾑｼ Spadella cephaloptera ｲｿﾔﾑｼ 1 1 1 1
79 脊索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ﾏﾝｼﾞｭｳﾎﾞﾔ Aplidium sagamiense ｻｶﾞﾐｼﾓﾌﾘﾎﾞﾔ 1

合計個体数 845 1088 370 392 123 364

合計種数 29 24 39 31 14 24

10月14日 11月24日 1月17日
番号 門 綱 目 科 種　名　等 和　名　等
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 第４表に人工海藻上に出現した動物の種類数の推移を示した。 

 表には，門別の種類数を示するとともに，全縁型，隙間型に共通して出現した種数，そ

れぞれの型に偏在して出現した種数，型別の合計および全縁型，隙間型を区別しない採取

時期別の総出現種数を示した。また，10月 14 日と 1月 17 日のものは，全縁型，隙間型

それぞれ 2本の人工海藻上に出現した種類数の合計であり，11月 24 日のものはそれぞれ

1本上に出現した種類数であった。 

 

第４表 人工海藻上に出現した動物の種類数の推移 

全縁型 隙間型 全縁型 隙間型 全縁型 隙間型

FILOSEA ? 1 1 1 1

有孔虫 1

刺胞動物 1

扁形動物 1

紐形動物 2 1 1 1 1

線形動物 1 1 1 1 1

環形動物 5 6 13 10 2 6

節足動物 18 12 20 17 9 13

軟体動物 2 3 1

毛顎動物 1 1 1 1 1

脊索動物 1

共通種数 18 18 23 23 11 11

偏在種数 11 6 16 8 3 13

合　計 29 24 39 31 14 24

総出現種数

動物門
10月14日（71日目） 11月24日（112日目） 1月17日（166日目）

35 47 27  

 

 試験期間全体を通しての総出現種数は 79 種であった（第３表）。一方，各時期における

総出現種数は，それぞれ 35，47，27 種であり，人工海藻上に出現した種の交代が頻繁で

あったことが伺える。 

 門別では環形動物と節足動物の出現種数が多かった。時期的にみると，全縁型，隙間型

の人工海藻それぞれ 1本を分析した 11月 24 日（112 日目）の種類数が全縁型，隙間型と

も多く，2本の合計種数である 10月 14 日（71日目），1月 17 日（166 日目）のものが少

なかった。型別にみると，1，2回目に採取した人工海藻では全縁型の方が多く，3回目の

ものは隙間型の方が多い傾向を示した。 
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 第５表に人工海藻上に出現した動物の個体数の推移を示した。 

 ここで，10 月 14 日と 1月 17 日のものは 2本の人工海藻上に出現した動物の個体数の

合計であり，11月 24 日のものはそれぞれ 1本上に出現した動物の個体数である。 

 

第５表 人工海藻上に出現した動物の個体数の推移 

全縁型 隙間型 全縁型 隙間型 全縁型 隙間型

FILOSEA ? 1 2 4 5

有孔虫 1

刺胞動物 1

扁形動物 1

紐形動物 3 1 2 2 2

線形動物 3 33 8 40 9

環形動物 32 22 90 40 13 63

節足動物 802 1,055 239 336 67 287

軟体動物 4 6 1

毛顎動物 2 1 1 1 1

脊索動物 1

合　計 845 1,088 370 392 123 364

動物門
10月14日（71日目） 11月24日（112日目） 1月17日（166日目）

 

 

 出現した動物の個体数は 10 月が最も多く，1月にかけて次第に少なくなる傾向を示し

た。なお，11 月は 1本の人工海藻上の個体数であり，2本の総個体数である 10 月と 1月

のものと比較する場合には割り増しで考える必要がある。 

 このような中で，節足動物門の個体数が圧倒的に多く，次いで環形動物門，線形動物門

の順であった。 

 節足動物は 10月に最も多く，1月にかけて少なくななった。また，隙間型の人工海藻

に比較的に多い傾向を示した。環形動物は 11 月の人工海藻に多い傾向を示した。 

 試験期間を通して，マクロベントスサイズ（体長 1mm 以上）の無脊椎動物がきわめて少

なく，メイオベントスサイズの小さいものが多かった。本来多く出現しそうなヨコエビな

ども比較的に少なかった。また，タマワラジムシ，ハマトビムシ，ゴミムシ類など明らか

に試験施設由来と思われる種も出現した。 
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 第６表に人工海藻上に出現した動物の優占種の推移を示した。ここで優占種として示し

たのは，人工海藻上に個体数が 100 個体以上出現した種とした。また，個体数の比較のた

め，11 月に採取した 1本の人工海藻上に出現した個体数を 2倍にして表にまとめた。 

  

第６表 人工海藻上に出現した動物の優占種の推移 

全縁 隙間 全縁 隙間 全縁 隙間

節足動物 顎脚 Tigriopus japonicus ｼｵﾀﾞﾏﾘﾐｼﾞﾝｺ 581 742 12 18 0 0

節足動物 顎脚 Paradactylopodia brevicornis ｲﾂﾂﾒｿｺﾐｼﾞﾝｺ 0 0 36 2 35 175

節足動物 顎脚 Parathalestris areolata ｱﾐﾒｷｼﾍﾞﾐｼﾞﾝｺﾓﾄﾞｷ 0 0 270 556 8 7

節足動物 軟甲 Paradexamine marlie ｵｼｬﾓｼﾞﾄｹﾞﾎﾎﾖｺｴﾋﾞ 104 83 0 0 0 10

節足動物 軟甲 Munna  spp. 34 120 28 14 0 0

合計個体数 719 945 346 590 43 192

1月17日
門 綱

11月24日
種　名　等 和　名　等

10月14日

 

 

 優占種はシオダマリミジンコ，イソツメソコミジンコ，アミメキシベミジンコモドキ，

オシャモジトゲホホヨコエビ，ムンナの一種の 5種であった。 

 時期別にみると，シオダマリミジンコとオシャモジトゲホホヨコエビは 10 月に，アミ

メキシベミジンコモドキは 11 月に，イソツメソコミジンコは 1月に優占する傾向を示し

た。 

 また，これらの優占種は時期によって増減した。シオダマリミジンコは 10 月に多かっ

たが，1月には出現しなかった。イソツメソコミジンコは 10 月には出現しなかったが，1

月にかけて多くなる傾向を示した。アミメキシベミジンコモドキは 11 月に，オシャモジ

トゲホホヨコエビは 10月に特異的に多く出現した。 

 このような優占種の時期的変化や前述した出現種の交代および個体数の変遷は，多くは

季節による出現種の変化に起因するものと思われるが，一方で，第９～11 図の人工海藻

の写真に見られるように付着基質そのものが浮泥等の堆積により変化しており，このよう

な基質の変化にも関係するのではないかと考えられる。 

 今後人工海藻の有用性を検証していく上で，これらのことも考慮することが必要と考え

られる。 
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 ⅱ．植物 

 第７表に人工海藻上に出現した植物の種類を示した。 

 ここでは，種まで同定出来なかったものも 1種として計数した。また，表中の○は出現

したことを示し，●印はその中で比較的に個体数が多いと思われた上位３種（優占種）を

示している。なお，付着珪藻等個体数の把握が難しい種類が多く，正確な計測な実施して

いない。 

第７表 人工海藻上に出現した植物の種類 

全縁 隙間 全縁 隙間 全縁 隙間

1 藍藻 ﾈﾝｼﾞｭﾓ Oscillatoria sp. ○
2 珪藻 中心 Actinoptychus senarius ○ ○ ○ ○
3 Biddulphia pulchella ○
4 Cyclotella sp. ○ ○
5 Hyalodiscus scoticus ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 Hyalodiscus sp. ○ ○ ○ ○ ● ●
7 Melosira moniliformis ○ ○
8 Odontella obtusa ○
9 Paralia sulcata ○ ○ ○ ○ ○

10 Skeletonema costatum ○ ○
11 Thalassiosira lacustris ○
12 Thalassiosira sp. ○ ○ ○ ○
13 羽状 Achnanthes  spp. ○ ○ ○
14 Amphora bigibba ○ ○ ○ ○ ○
15 Amphora spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 Bacillaria sp. ● ●
17 Berkeleya sp. ○
18 Caloneis sp. ○
19 Cocconeis dirupta ● ● ● ● ○
20 Cocconeis pseudomarginata ○
21 Cocconeis scutellum ● ● ○ ○ ○ ○
22 Cocconeis spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 Cylindrotheca closterium ○ ○
24 Delphineis surirella ○ ○
25 Delphineis  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 Diploneis spp. ○ ○ ○
27 Entomoneis sp. ○ ○
28 Fallacia sp. ○
29 Glyphodesmis acus ○ ○
30 Gomphonemopsis  sp. ○
31 Grammatophora angulosa ○ ○ ○ ○ ○
32 Grammatophora marina ○ ○ ○ ○
33 Grammatophora sp. (cf.oceanica) ○ ○
34 Gyrosigma sp. ● ○ ○ ○ ○ ●
35 Licmophora abbreviata ○ ○
36 Licmophora paradoxa ○ ○
37 Licmophora spp. ○
38 Navicula spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 Neodelphineis pelagica ○ ○ ○
40 Nitzschia coarctata ○ ○ ○ ○ ○ ○
41 Nitzschia distans ○ ○
42 Nitzschia longissima ○ ○
43 Nitzschia distans ○ ○
44 Nitzschia sigma ○ ○ ○ ○ ○ ○
45 Nitzschia spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
46 Parlibellus berkeleyi ○ ○ ● ● ○ ○
47 Parlibellus delognei ● ●
48 Parlibellus  sp. ○ ○ ○ ○ ● ○
49 Pleurosigma  spp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
50 Rhoicosphenia abbreviata ○ ○ ○
51 Surirella sp. ○
52 Synedra tabulata ○ ○
53 Thalassionema nitzschioides ● ● ● ● ○ ○
54 Trachyneis aspera ○

29 29 27 23 35 35

注） ●印は優占種

番号 綱 目 　種　名　等

合　計　種　数

10月14日 11月24日 1月17日

 

 試験期間中に出現した植物の総種類数は 54 種であった。また，そのほぼ全てが珪藻類
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であった。ここで，本来人工海藻に付着しないであろう羽状目に属する浮遊珪藻類が出現

した。これは生育環境が水槽という狭い環境での試験であったために，人工海藻を採取す

る際に混合して採取されたものとも考えられる。 

 優占種は，中心目の Hyalodiscus sp.，羽状目の Bacillaria sp.，Cocconeis dirupta，

Cocconeis scutellum，Gyrosigma sp.，Parlibellus berkeleyi，Parlibellus delognei，

Parlibellus sp.，Thalassionema nitzschioides などであった。動物の場合と同様，優

占種には季節的な変動があり，最初に Cocconeis dirupta，Cocconeis scutellum 等が優

占して，試験終了時の 1月には Hyalodiscus sp.，Bacillaria sp.，Thalassionema 

nitzschioides などが優占した。 

 

 参考として，出現した一部の珪藻類の特徴を以下に示した。 

 Bacillaria 属(代表種 B. paxillifer：多数の細胞が縦に接した群体を形成し，南京玉

簾のように伸縮スライドする。タイドプールや沿岸の砂・泥上に出現したり海藻や浮

遊物に付着して出現する。) 

 Cocconeis 属：着生種。海藻，水草などの基物に付着して生育する。 

 Cocconeis dirupta：細胞の殻の形が湾曲しているため糸状の海藻に付着している場合

が多い。タイドプールや沿岸の海藻類に着生する。 

 Cocconeis sucutellum：広範塩生種で河口など汽水域にも出現する。 

 Grammatophora 属(代表種 G. marina：細胞端から粘液物質を出して接合しジグザグの

群体を形成する。沿岸岩礁の岩や海藻に付着する。) 

 Hyalodiscus 属(代表種 H. scoticus：着生種で，粘液質の柄により水草・海藻など葉

上に付着する。) 

 Thalassionema nitzschioides：ジグザグや放射状の群体を形成し，沿岸・内湾にプラ

ンクトンとして広く分布する。 

 

 

-148-



 第８表に人工海藻上に出現した植物の種類数の推移を示した。 

 季節的な変化や全縁型，隙間型の藻体の形状による出現種数の差はそれほど大きくない

と考えられたが，一方では，動物の場合とは逆に，時間を経るにしたがって総出現種数が

多くなり，また全縁型，隙間型のどちらかに単独で出現する傾向があるようにも考えられ

た。 

 

第８表 人工海藻上に出現した植物の種類数の推移 

全縁型 隙間型 全縁型 隙間型 全縁型 隙間型

藍藻 ﾈﾝｼﾞｭﾓ 1

珪藻 中心 7 7 5 5 4 6

羽状 22 22 22 18 29 30

27 27 21 21 28 28

2 2 6 2 6 8

29 29 27 23 34 36

31 29 42

綱
10月14日（71日目） 11月24日（112日目） 1月17日（166日目）

門

共通種数

偏在種数

合　計

総出現種数  
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３）海域設置試験 

 今年度は人工海藻の水槽内設置試験に加えて，実際の海域に設置した場合の耐久性や付

着生物に関する予備的検討を実施した。 

 (1) 試験方法 

 平成 22年 10 月 7 日に，千葉県鴨川市の千葉大学バイオシステム研究センター地先の水

深５ｍの海底に全縁型 3本，隙間型 3本の合計 6本の人工海藻を設置し，海水中での耐久

性および付着生物の状況を試験した。 

 設置した人工海藻の模式図を第９図に，写真を第 19 図に示した 

 

 

第 19 図 海域に設置した人工海藻（左：全縁型，右：隙間型） 

 

 設置した人工海藻は 48 日後の平成 22年 11 月 24 日に，全縁型 1本，隙間型 1本の合計

2本を回収し，付着生物について試験した。 

 第 20 図に海域での人工海藻の設置状況を示した。 

 設置した場所は，小湾中の水深５ｍのカジメ群落中であったが，荒天時には比較的に波

当たりが強い場所であった。 
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第 20 図 海域での設置状況（千葉県小湊） 

 (2) 試験結果および考察 

 ① 耐久性 

 11 月 24 日に回収した 2本の人工海藻の写真を第 21 図に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            （全縁型）           （隙間型） 

第 21 図 採取した人工海藻（11月 24 日：48日目） 
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 設置後，48 日目(11 月 24 日)に回収した人工海藻には主軸，小枝の脱落はなかった。し

かし，6本設置した人工海藻は全縁型 2本，隙間型 1本が消失し，残存していた藻体は合

計 3個体のみであった。その後，隙間型の人工海藻 1本を海中に残したが，次の回収時の

102 日目（1月 17 日）には消失していた。 

 消失した人工海藻の基部の状況を第 22図に，残存したものの基部を第 23 図に示した。 

 消失した人工海藻はいずれも基部の部分で切断されていた。 

 

 

第 22 図 消失した人工海藻の基部 

 

 

第 23 図 残存した人工海藻の基部 

 ポリ乳酸繊維（生分解素材）はセルロイドを少し柔らかくしたような若干堅さの残る素

材である。流失した場合に分解して土に帰るということで環境負荷の少ない素材として採

用したが，海中では流れや波浪等の動きによって基部の部分に特に力がかかり，その応力
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に耐えられなかったものと考えられる。今回，人工海藻は約 100 日間の海中設置に耐える

ことが出来なかった。これでは少なくとも半年，1年の設置を想定している人工海藻とし

て役に立たない。このようなことから，今回作製した人工海藻を今後海中で使用するに当

たっては，主軸の補強が必至と考えられる。 

 また，今回作製した人工海藻は藻場の主要構成種であるホンダワラ類を模したものであ

る。ホンダワラ類は多数の気泡を持っており，これによって藻体を海水中に浮かせている。

今回の人工海藻は先端に 1つの浮子をつけて浮かせているが，これによって力が基部 1点

にかかったものとも考えられる。今後これらを改善するために，ホンダワラ類のように小

さな浮子を多数付けることによって浮力の分散を図るようなことも必要かと考えられる。 

 なお，海域に設置した人工海藻の採取，消失の経過を第９表に示した。 

 

第９表 域に設置した人工海藻の採取，消失の経過 

設 置

10月7日 11月24日 1月17日

経過日数 0日 48日 102日

全縁型 3本 1本 0

隙間型 3本 1本 0

消失 3本 1本

採 取・消失

 

 

 ② 付着生物 

 ⅰ．動物 

 11 月 24 日（海中設置後 48 日目）に採取した人工海藻上に出現した動物の種別個体数

を第 10 表に示した。 

 比較のために，同日水槽から採取した人工海藻（水槽設置後 112 日目）のデータも同じ

表中に示した。採取した人工海藻の本数は，海域・水槽とも全縁型，隙間型のそれぞれ 1

本で，水槽から採取した試料は前述した水槽内での試験で採取したものと同じ試料であっ

た。 

 前述した水槽内に設置した人工海藻上に出現した種数（第３表）と比較すると，出現種

数が若干多かった。 
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第 10 表 海中設置の人工海藻上に出現した動物の種別個体数 

全縁 隙間 全縁 隙間

1 - 糸状根足虫 - - FILOSEA ? 糸状根足虫綱 ? 88 16 4 5
2 有孔虫 ｼﾗｶﾞｲ Spiroloculina depressa ﾋﾗﾀｼﾗｶﾞｲ 4
3 Triloculina trigonula ﾐﾍﾔｼﾗｶﾞｲ 24 1
4 ｺﾏﾊﾘｶﾞｲ Ammonia beccarii ｷｽｲｺﾏﾊﾘｶﾞｲ 12 1
5 ﾋﾗﾏｷﾊﾘｶﾞｲ Nonion manpukujiensis ﾋﾗﾏｷﾊﾘｶﾞｲ 224 33
6 ｾﾂｷﾊﾘｶﾞｲ Cibicides lobatulus ｾﾂｷﾋﾗﾊﾘｶﾞｲ 48
7 海綿動物 石灰海綿 ﾂﾎﾞｶｲﾒﾝ ｹﾂﾎﾞｶｲﾒﾝ Sycon sp. 1
8 刺胞動物 ﾋﾄﾞﾛ虫 花ｸﾗｹﾞ ｴﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ Eudendrium ｴﾀﾞｳﾐﾋﾄﾞﾗ属 1
9 軟ｸﾗｹﾞ ｳﾐｼﾊﾞ Amphisbetia 1
10 扁形動物 渦虫 多岐腸 ｽﾁﾛﾋﾗﾑｼ Leptostylochus ovatus 1 3 1
11 紐形動物 有針 針紐虫 ｸﾗﾃﾈﾒﾙﾃｽ Cratenemertes punctatulus ﾏﾀﾞﾗﾋﾓﾑｼ 1 1
12 ﾃﾄﾗｽﾃﾏ Tetrastemma nigrifrons ﾒﾉｺﾋﾓﾑｼ 1 2
13 線形動物 NEMATODA 線形動物門 484 189 33 8
14 星口動物 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ Phascolosoma scolops ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ 2 2
15 環形動物 多毛 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ Polyophthalmus pictus ｶｽﾘｵﾌｪﾘｱ 28 19 6 1
16 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｳﾛｺﾑｼ Polynoidae ｳﾛｺﾑｼ科 12 2
17 ｺﾞｶｲ Nereis heterocirrata ﾋｹﾞﾌﾞﾄｺﾞｶｲ 1
18 Platynereis bicanaliculata ﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ 2
19 Nereididae ｺﾞｶｲ科 112 15 7 6
20 ｼﾘｽ Erinaceusyllis erinaceus ﾀﾏｼﾘｽ 16 9 4
21 Exogone breviantennata ﾕﾋﾞｼﾘｽ 144 18 8 7
22 Exogone gemifera ｺﾝﾎﾞｳｼﾘｽ 3
23 Salvatoria clavata ﾎｿﾃｼﾘｽ 24 7 5 3
24 Amblyosyllis speciosa ｶｻﾈｼﾘｽ 1
25 Dioplosyllis sp. 5 1
26 Syllis gracilis ﾌﾀﾏﾀｼﾘｽ 1
27 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ Sige falsas 1 1
28 Nereiphylla castanea ｱｹﾉｻｼﾊﾞ 1
29 Phyllodoce japonica ｲﾄｻｼﾊﾞ 1 1
30 ｲｿﾒ ﾉﾘｺｲｿﾒ Ophryotrocha sp. cf. dubia 11 18
31 ｾｸﾞﾛｲｿﾒ Arabella iricollar ｾｸﾞﾛｲｿﾒ 1
32 ｹﾔﾘ ｹﾔﾘ Sabellidae ｹﾔﾘ科 84 24 16
33 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ Dexiospira foraminosa ｳｽﾞﾏｷｺﾞｶｲ 5 4
34 Serpulidae, fragment ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科破片 1
35 ﾌｻｺﾞｶｲ ｸｼｲﾄｺﾞｶｲ Ctenodrilus serratus ｸｼｲﾄｺﾞｶｲ 14 1
36 Ctenodrilidae? ｸｼｲﾄｺﾞｶｲ科? 3
37 ﾌｻｺﾞｶｲ Lysilla pacifica ｶﾀｱｼﾌｻｺﾞｶｲ 1
38 Terebellidae ﾌｻｺﾞｶｲ科 72 13 8
39 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ Spio filicornis ﾏﾄﾞｶｽﾋﾟｵ 23 34 6 1
40 節足動物 ｸﾓ形 ﾀﾞﾆ ｲｿﾀﾞﾆ Litarachna divergens ﾜﾀﾞﾂﾐﾀﾞﾆ 1
41 Litarachna sp. ﾋﾒﾜﾀﾞﾂﾐﾀﾞﾆ 1
42 ﾃﾝｸﾞﾀﾞﾆ Neomolgus littoralis ｲｿﾃﾝｸﾞﾀﾞﾆ 1 1
43 ｳﾐｸﾞﾓ 皆脚 ｶﾆﾉﾃｳﾐｸﾞﾓ Callipallene novaezealandiae ﾁﾋﾞｶﾆﾉﾃｳﾐｸﾞﾓ 2 3
44 介形虫 ﾐｵﾄﾞｺｰﾊﾟ Cylindroleberididae Xenoleberis yamadai 12
45 ﾎﾟﾄﾞｺｰﾊﾟ Cytherideidae Krithe sp. 4 1
46 Loxoconchidae Loxoconcha japonica 224 39
47 Xestoleberididae Xestoleberis hanaii 28 1 1 1
48 顎脚 ｿｺﾐｼﾞﾝｺ ｿｺﾐｼﾞﾝｺ Harpacticus nipponicus ﾆｯﾎﾟﾝｿｺﾐｼﾞﾝｺ 1 1
49 Tigriopus japonicus ｼｵﾀﾞﾏﾘﾐｼﾞﾝｺ 4 1 6 9
50 ｲｿﾐｼﾞﾝｺ Tisbe ensifer ｱｼﾅｶﾞｲｿﾐｼﾞﾝｺ 17 8 16
51 ｽｶｼｿｺﾐｼﾞﾝｺ Paralteutha simile ﾆｾﾎﾞｶｼｿｺﾐｼﾞﾝｺ 12
52 ｷｼﾍﾞﾐｼﾞﾝｺ Eudactylopus andrewi ﾄｳﾖｳﾖﾂﾂﾒｿｺﾐｼﾞﾝｺ 4
53 Idomene forficata ｲﾂｶｷﾞﾅｶﾞｿｺﾐｼﾞﾝｺ 1 3 2
54 Paradactylopodia brevicornis ｲﾂﾂﾒｿｺﾐｼﾞﾝｺ 252 23 18 1
55 Paramenophia platysoma ｺﾊﾞﾝｿｺﾐｼﾞﾝｺ 4 2 1
56 Parathalestris areolata ｱﾐﾒｷｼﾍﾞﾐｼﾞﾝｺﾓﾄﾞｷ 135 278
57 ﾎﾞｳｽﾞｿｺﾐｼﾞﾝｺ Metis holothuriae ﾎﾞｳｽﾞｿｺﾐｼﾞﾝｺ 8
58 ﾃﾅｶﾞｿｺﾐｼﾞﾝｺ Laophonte cornuta ｼﾘｹﾝﾃﾅｶﾞｿｺﾐｼﾞﾝｺ 16 1 6 2
59 軟甲 ｱﾐ Misidacea, fragments ｱﾐ目 破片 1
60 端脚 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Ampithoe sp. cf. volki 3 4
61 ﾕﾝﾎﾞｿｺｴﾋﾞ Aoroides columnaris ﾎﾞｳｱｼﾌﾞﾗﾌﾞﾗｿｺｴﾋﾞ 164 73 21 7
62 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ Gammaropsis (G. ) atlantica varius ﾂﾘﾒｿｺｴﾋﾞ 1
63 ｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ Ericthonius pugnax ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 212 93 11 6
64 Jassa morinoi ﾓﾘﾉｶﾏｷﾘﾖｺｴﾋﾞ 56 34
65 ﾄﾞﾛﾉﾐ Podoceros inconspicuus ﾄﾞﾛﾉﾐ 7 9 2 1
66 ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ Paradexamine bisetigera ｵｵｷﾞﾄｹﾞﾎﾎﾖｺｴﾋﾞ 9 3
67 ｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ Pontogeneia stocki ﾎﾝｱｺﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ 1 1
68 ﾁﾋﾞﾖｺｴﾋﾞ Gitanopsis rodastodentes ﾌﾄﾁﾋﾞﾏﾙﾖｺｴﾋﾞ 4 1
69 ﾃﾝｸﾞﾖｺｴﾋﾞ Parapleustes tricuspis ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄｹﾞﾃﾝｸﾞﾖｺｴﾋﾞ 4 6 3
70 ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ Stenothoidae sp. ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ科の一種 1 1
71 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Hyale punctata ｵｵｾﾞｷﾓｸｽﾞ 1 3 2
72 Hyale triangulata ｶﾄﾞﾃﾓｸｽﾞ 2
73 ﾜﾚｶﾗ Caprella (Spinicephala ) scaura diceros ﾄｹﾞﾜﾚｶﾗ 38 36 2
74 等脚 ｳﾐﾅﾅﾌｼ Colanthura nigra ｸﾛｱｼﾀﾗｽﾞｳﾐﾅﾅﾌｼ 1 2
75 ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ Ianiropsis longiantennata ｳﾐﾐｽﾞﾑｼ 5 7
76 ﾑﾝﾅ Munna spp. 264 78 14 7
77 ｺﾂﾌﾞﾑｼ Holotelson tuberculatus ﾁﾋﾞｳﾐｾﾐ 1
78 Paracerceis japonica ﾂﾉｵｳﾐｾﾐ 8
79 ﾌﾅﾑｼ Ligia exotica ﾌﾅﾑｼ 1
80 ﾀﾅｲｽ ﾀﾅｲｽ Zeuxo (Zeuxo ) normani ﾉﾙﾏﾝﾀﾅｲｽ 1
81 ｸｰﾏ ﾅﾝﾉｸｰﾏ Nannastacus gamoi ﾊﾘﾅﾝﾉｸｰﾏ 2 1
82 十脚 ｸﾓｶﾞﾆ Menaethius monoceros ｲｯｶｸｶﾞﾆ 1
83 昆虫 双翅 ﾕｽﾘｶ Clunio pacificus ﾋﾒｳﾐﾕｽﾘｶ 6 6 1
84 膜翅 Hymenoptera 膜翅目 1
85 軟体動物 腹足 古腹足 ｻｻﾞｴ Tricolia variabilis ﾍﾞﾆﾊﾞｲ 4 2
86 盤足 ｵﾁｮﾎﾞｸﾞﾁﾂﾎﾞ Amphithalamus fulcira ｵﾁｮﾎﾞｸﾞﾁﾂﾎﾞ 44 3
87 ﾘｿﾂﾎﾞ Alvania (Alvania ) ogasawarana ｵｶﾞｻﾜﾗﾘｿﾂﾎﾞ 1
88 翼舌 ﾊﾅｺﾞｳﾅ Melanella martinii ｾﾄﾓﾉｶﾞｲ 1
89 新腹足 ﾌﾄｺﾛｶﾞｲ Mitrella bicincta ﾑｷﾞｶﾞｲ 11 1
90 OPISTHOBRANCHIA 後鰓亜綱 2 1
91 GASTROPODA, veliger larva 腹足綱 ﾍﾞﾘｼﾞｬｰ幼生 4 8
92 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ Musculus (Musculus ) pusio ﾁﾋﾞﾀﾏｴｶﾞｲ 57 9
93 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ Pinctada martensii ｱｺﾔｶﾞｲ 6 1
94 BIVALVIA 二枚貝綱 4
95 外肛動物 裸喉 唇口 ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ Cryptosula pallasiana ﾓﾝｸﾞﾁｺｹﾑｼ 1
96 ｺﾌﾞｺｹﾑｼ Celleporina costazii ｺﾌﾞｺｹﾑｼ 1
97 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ 閉蛇尾 ｽﾅｸﾓﾋﾄﾃﾞ Amphipholis squamata ｲｿｺﾓﾁｸﾓﾋﾄﾃﾞ 1
98 毛顎動物 原生矢虫 膜筋 ｲｿﾔﾑｼ Spadella cephaloptera ｲｿﾔﾑｼ 1 1
99 脊索動物 ﾎﾔ ﾏﾒﾎﾞﾔ ﾏﾝｼﾞｭｳﾎﾞﾔ Aplidium sagamiense ｻｶﾞﾐｼﾓﾌﾘﾎﾞﾔ 1

合計個体数 2908 880 370 392

合計種数 69 63 39 31

番号 門 綱 目
水槽海域

科 種　名　等 和　名　等
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 11 月 24 日に海域（48日目）と水槽内（112 日目）から採取した人工海藻上に出現した

動物の種類数を第 11 表に示した。 

 海域での総出現個体数は 84 種であった。種類数は海域に設置したものに多く，水槽に

設置したものの約 2倍であった。また，海域，水槽のどちらか一方だけに出現した偏在種

も，海域で 52 種，水槽で 15 種と海域の方が圧倒的に多かった。 

第 11 表 海域と水槽内の人工海藻上に出現した動物の種類数 

海域（48日目） 水槽（112日目）

共通種 32 32

偏在種 52 15

合　計 84 47

総出現種 99
 

 

 第 12 表に，人工海藻を全縁型，隙間型に分けて整理した動物の種数を示した。 

 門別では，水槽の場合と同様，海域においても節足動物の種類数が最も多く，ついで環

形動物であった。また，全縁型と隙間型の人工海藻を比較すると，全縁型の藻体に出てく

る種数が若干多い傾向にあった。 

第 12 表 人工海藻上に出現した動物の種類数 

全縁型 隙間型 全縁型 隙間型

FILOSEA ? 1 1 1 1

有孔虫 5 3

海綿動物 1

刺胞動物 2

扁形動物 1 1 1

紐形動物 1 1 1 1

線形動物 1 1 1 1

星口動物 1 1

環形動物 13 17 13 10

節足動物 32 29 20 17

軟体動物 10 7

毛顎動物

外肛動物 2

棘皮動物 1

毛顎動物 1 1

脊索動物 1

共通種 48 48 23 23

偏在種 21 15 16 8

合　計 69 63 39 31

総出現種

海域（48日目） 水槽（112日目）

84 47

動物門
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 第 13 表に人工海藻上に出現した動物の個体数を示した。 

 海域における個体数は，種類数の場合と同様，節足動物が最も多く，次いで環形動物で

あった。一方，線形動物や水槽ではほとんど出現しなかった有孔虫なども多く出現した。

総じて，海域の方が水槽よりも個体数が多い傾向を示した。 

 

第 13 表 人工海藻上に出現した動物の個体数 

全縁型 隙間型 全縁型 隙間型

FILOSEA ? 88 16 4 5

有孔虫 312 35

海綿動物 1

刺胞動物 2

扁形動物 1 3 1

紐形動物 1 1 1 2

線形動物 484 189 33 8

星口動物 2 2

環形動物 523 159 90 40

節足動物 1,359 448 239 336

軟体動物 134 25

毛顎動物 1 1

外肛動物 2

棘皮動物 1

脊索動物 1

合　計 2,908 880 370 392

動物門
海域（48日目） 水槽（112日目）
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第 14 表に人工海藻上に出現した個体数からみた動物の優占種を示した。 

 

第 14 表 人工海藻上に出現した動物の優占種 

全縁 隙間 全縁 隙間

有孔虫 Nonion manpukujiensis ﾋﾗﾏｷﾊﾘｶﾞｲ 224 33 0 0

線形動物 有針 NEMATODA 線形動物門 484 189 33 8

環形動物 多毛 Nereididae ｺﾞｶｲ科 112 15 7 6

環形動物 多毛 Exogone breviantennata ﾕﾋﾞｼﾘｽ 144 18 8 7

節足動物 介形虫 Loxoconcha japonica 224 39 0 0

節足動物 顎脚 Paradactylopodia brevicornis ｲﾂﾂﾒｿｺﾐｼﾞﾝｺ 252 23 18 1

節足動物 顎脚 Parathalestris areolata ｱﾐﾒｷｼﾍﾞﾐｼﾞﾝｺﾓﾄﾞｷ 0 0 135 278

節足動物 軟甲 Aoroides columnaris ﾎﾞｳｱｼﾌﾞﾗﾌﾞﾗｿｺｴﾋﾞ 164 73 21 7

節足動物 軟甲 Ericthonius pugnax ﾎｿﾖｺｴﾋﾞ 212 93 11 6

節足動物 軟甲 Munna  spp. 264 78 14 7

合計個体数 2,080 561 247 320

種　名　等 和　名　等
海域 水槽

門 綱

 

 

 海域に設置した人工海藻上の動物の優占種は，ヒラマキハリガネ，線形動物門の一種，

ゴカイカ，ユビシリス，Loxoconcha japonica，イツツメソコミジンコ，ボウアシブラブ

ラソコエビ，ホソヨコエビ，Munna spp.の 9 種であった。 

 海域では，水槽内の人工海藻に出現しないヒラマキハリガネや Loxoconcha japonica が

出現したが，水槽で多かったアミメキシベミジンコモドキは出現しなかった。 
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 ⅱ．植物 

 第 15 表に人工海藻上に出現した植物の種類を示した。 

 ここで，○は出現したことを示し，●印はその中で比較的に個体数が多いと思われた種

（優占種）を示している。なお，付着珪藻等個体数の把握が難しい種類が多く，正確な計

測な実施していない。 

第 15 表 人工海藻上に出現した植物の種類 

全縁 隙間 全縁 隙間

1 藍藻 ﾈﾝｼﾞｭﾓ Oscillatoria  sp. ○ ○
2 珪藻 中心 Actinocyclus sp. ○ ○
3 Actinoptychus senarius ○
4 Biddulphia pulchella ○
5 Hyalodiscus scoticus ○ ○
6 Hyalodiscus sp. ○ ○
7 Paralia sulcata ○ ○
8 Thalassiosira sp. ○ ○
9 羽状 Achnanthes sp. ○

10 Amphora bigibba ○ ○ ○
11 Amphora spp. ○ ○ ○ ○
12 Ardissonia fulgens ○ ○
13 Bacillaria sp. ○ ○
14 Campylodiscus  sp. ○
15 Cocconeis dirupta ● ● ○ ○
16 Cocconeis pseudomarginata ● ○ ○
17 Cocconeis scutellum ● ● ● ●
18 Cocconeis spp. ○ ○ ○ ○
19 Cylindrotheca closterium ○ ○
20 Delphineis surirella ○ ○
21 Delphineis sp. ○ ○
22 Diploneis spp. ○ ○
23 Gomphonemopsis sp. ○
24 Grammatophora angulosa ○ ○ ○ ○
25 Grammatophora marina ○ ○ ○
26 Grammatophora  sp. (cf.oceanica) ○ ● ○ ○
27 Gyrosigma  sp. ○ ○
28 Hyalosynedra laevigata ○ ○
29 Licmophora paradoxa ○ ○
30 Licmophora spp. ○ ○ ○
31 Navicula spp. ○ ○ ○ ○
32 Neodelphineis pelagica ○
33 Nitzschia coarctata ○ ○ ○ ○
34 Nitzschia distans ○ ○
35 Nitzschia sigma ○ ○ ○ ○
36 Nitzschia  spp. ○ ○ ○ ○
37 Parlibellus berkeleyi ○ ● ●
38 Parlibellus  sp. ○ ○ ○ ○
39 Pleurosigma  spp. ○ ○ ○ ○
40 Rhabdonema adriaticum ○ ○
41 Rhoicosphenia abbreviata ○
42 Surirella  sp. ○ ○
43 Synedra tabulata ○ ○
44 Thalassionema nitzschioides ○ ○ ● ●

合　計　種　数 33 29 27 23

注） ●印は優占種

海域 水槽
番号 綱 目 種　名　等
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 海域における優占種は，Cocconeis dirupta，Cocconeis pseudomarginata，Cocconeis 

scutellum，Grammatophora sp.の 4 種であった。この中で，Cocconeis pseudomarginata

は全縁型で，Grammatophora sp.は隙間型の人工海藻で優先した。また，Cocconeis 

scutellum は海域，水槽双方で優先したが，水槽内で優先した Parlibellus berkeleyi と

Thalassionema nitzschioides は海域では少なかった。  

 第 16 表に人工海藻上に出現した植物の種類数を示した。 

 海域では，全縁型，隙間型の藻体の形状による出現種数の差はそれほど大きくないと考

えられた。 

 

第 16 表 人工海藻上に出現した植物の種類数 

全縁型 隙間型 全縁型 隙間型

藍藻 ﾈﾝｼﾞｭﾓ 1 1

珪藻 中心 1 1 5 5

羽状 31 27 22 18

28 28 21 21

5 1 6 2

33 29 27 23

共通種

偏在種

合　計

総出現種

綱
海域（48日目） 水槽（112日目）

門

34 29  
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